
天
照
大
神
と
養
生
法

長

寿

昨
年
、
百
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
、
四
千
人
を
越
え
た
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
今
や
世
界

一
の
長
寿
国
と
な

っ
た
日
本

で
す
が
、
実
は
古
代
で
も
、
日
本
人
は
長
寿
で
あ

っ
た
こ
と
が

天皇の寿命 (記紀)

神武天皇 137歳 (127歳)

緩靖天皇  45歳 (84歳 )

安寧天皇  49歳 (57歳 )

諮徳天皇  45歳 (77歳 )

孝昭天皇  93歳 (113歳)

孝安天皇 123歳 (137歳)

孝霊天皇 106歳 (92歳 )

孝元天皇  57歳 (116歳)

開化天皇  63歳 (115歳)

崇神天皇 168歳 (120歳)

垂仁天皇 153歳 (140歳)

景行天皇 137歳 (106歳)

表 1

大

友

伺
わ
れ
ま
す
。

表
１
は
初
代
神
武
天
皇
か
ら
十
二
代
景
行
天
皇
ま
で
の
寿
命

を
、
古
事
記
、
日
本
書
紀
の
記
載
を
元
に
書
き
連
ね
た
も
の
で

す
。
古
事
記
と
日
本
書
紀
で
は
若
子
の
食
い
違
い
は
あ
り
ま
す

が
、
約
半
数
は
百
歳
以
上
の
天
寿
を
全
う
し
て
い
ま
す
。

何
、
神
代
の
時
代
の
事
で
当
て
に
な
る
も
の
か
と
お
思
い
で

し
ょ
う
が
、
第

一
代
神
武
天
皇
の
即
位
は
、
紀
元
前
六
六
〇
年

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
釈
迦
や
孔
子
が
登
場
す
る
僅
か

一
世

紀
前
の
事
で
す
。
先
頃
の
皇
太
子
妃
決
定
の
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え

る
ア
メ
リ
カ
の

『
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
』
誌
で
も
、
天
皇
家
を

コ
一千
七
百
年
続
い
て
い
る
皇
統
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。
紀

一巫
型
一一世
紀
の
孝
霊
天
皇
の
時
に
は
、
秦
の
始
皇
帝
が
即
位
し

て
い
ま
す
。
又
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト
が
活
躍
し
た
景
行

天
皇
の
時
代
は
、
紀
元
二
世
紀
で
、
中
国
で
は
こ
の
世
紀
の
終

- 7 -



わ
り
に
、
漢
方
の
名
著

「傷
寒
論
」
が
著
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
著
者
で
あ
る
張
仲
景
の
存
在
は
認
め
な
が
ら
、
同
時
代
の
ヤ

マ
ト
タ
ケ
ル
を
伝
説
上
の
人
物
と
す
る
い
わ
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

秩
父
に
も
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
足
跡
が
、
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、

小
鹿
野
に
は

「
日
本
武
神
社
」
も
存
在
し
ま
す
。
単
に
空
想
上

の
人
物
を
祭
っ
て
い
る
の
な
ら
、
日
本
全
国
の
神
社
の
存
在
意

義
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

紀
元
前
後
の
数
世
紀
を
、
神
代
の
時
代
と
呼
ぶ
に
は
新
ら
し

過
ぎ
る
の
で
す
。

先
日
、
高
校
の
歴
史
の
参
考
書
を
立
ち
読
み
し
た
ら
、
日
本

の
歴
史
で
最
初
に
登
場
す
る
個
人
名
は
、
紀
元
三
世
紀
の
卑
弥

呼
で
し
た
。
こ
の
呼
び
名
は
あ
く
ま
で
中
国
語
に
よ
る
当
て
字

で
す
。
先
ず
は
外
来
の
も
の
を
珍
重
す
る
と
い
う
日
本
人
の
性

癖

（好
奇
心
の
強
さ
と
い
う
意
味
で
は
尊
重
す
べ
き
こ
と
で
す

が
）
は
、
学
者
に
ま
で
及
ん
で
お
り
、
こ
の
傾
向
は
、
戦
後
特

に
著
し
い
よ
う
で
す
。
歴
史
学
で
言
う
な
ら
、
国
際
性
と
か
客

観
性
を
重
視
す
る
余
り
、
父
祖
の
残
し
た
も
の
を
、
な
い
が
し

ろ
に
し
過
ぎ
る
嫌
い
が
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
血
肉
の
温
も
り

が
感
じ
ら
れ
な
い
の
で
す
。
自
己
の
拠
っ
て
立
つ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
な
い
国
際
性
程
、
脆
弱
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

蓬
　
菜

『魏
志
倭
人
伝
』
は
、
三
世
紀
の
日
本
の
状
態
を
書
き
記
し

た
も
の
で
す
。

「
日
本
の
風
土
は
温
暖
で
、
人
々
は
冬
も
夏
も
生
菜
食
を
し

て
い
る
。
」
或
い
は

「人
の
寿
命
は
、
八
十
歳
か
ら
百
歳
」
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

「
そ
の
国
は
、
本
来
男
子
が
連
綿

と
し
て
王
位
を
継
い
で
来
た
が
、
今
は
卑
弥
呼
が
工
と
な
っ
て

い
る
。」
と
も
書
き
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

『後
漢
書
倭
伝
』
で
は
、

「
日
本
人
は
酒
を
嗜
む
」
そ
し
て
、

「百
歳
以
上
の
者
が
沢
山
い
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
更
に

「秦
の
始
皇
帝
は
、
徐
福
と
い
う
道
士
に
、
若
い
男
女
数
千
人

を
引
き
連
れ
て
、
日
本
の
蓬
莱
に
あ
る
不
老
不
死
の
薬
を
求
め

て
く
る
よ
う
に
命
じ
た
が
、
か
な
わ
な
か
っ
た
。」
と
あ
り
ま

す
。
古
来
中
国
で
は
、
様
々
な
文
献
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
蓬

莱
と
言
え
ば
、
長
生
き
の
出
来
る
憧
れ
の
地
で
あ
り
ま
し
た
。

『史
記
』
に
も
、
漢
の
武
帝
が
方
士
を
蓬
菜
に
行
か
せ
た
こ
と

が
、
椰
輪
的
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
世
界
最
古
の
皇
室

を
抱
く
経
済
大
国
日
本
に
注
が
れ
る
外
国
人
の
眼
差
し
と
同
じ

で
す
。

『義
楚
六
帖
』
と
い
う
中
国
の
書
物
に
も
同
じ
よ
う
な
事
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。
徐
福
は
結
局
願
い
か
な
わ
ず
、
帰
る
に
帰

れ
な
く
な
り
、
日
本
に
居
着
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
在
で
も

日
本
各
地
に
徐
福
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
書
物
で
は
更
に

「東
北
の
方
千
里
に
山
あ
り
。
富
士
と

名
づ
く
。
亦
蓬
莱
と
名
づ
く
。
頂
に
火
煙
有
り
」
と
あ
り
ま
す
。

当
時
噴
煙
を
あ
げ
て
い
た
富
士
山
こ
そ
蓬
莱
山
だ

っ
た
の
で
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す
。日

本
の
南
北
朝
に
著
さ
れ
た

『神
皇
正
統
記
』
に
、

「孝
霊

天
皇
四
十
五
年
に
始
皇
帝
が
即
位
し
て
、
長
生
不
死
の
薬
を
日

本
に
求
め
た
」
と
あ
り
ま
す
。

実
は
、
富
士
山
と
名
前
を
変
え
た
の
は
、
こ
の
孝
霊
天
皇
の

時
代
で
あ
っ
た
事
が
、
こ
れ
か
ら
お
話
し
す
る

『
ホ
ツ
マ
ツ
タ

ヱ
』
と
い
う
古
書
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』
に
拠
れ
ば
、
か
つ
て
富
士
山
は

「
ハ
ラ

ミ
山
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
高
天
原
を
見
る
と
か
、
“
字

み
ル
の
意
を
含
む
と
同
時
に
、
こ
の
山
に
は
、
ハ
オ
菜
、
ラ
葉
、

ミ
草
と
い
う
長
寿
を
約
束
す
る
三
種
類
の
薬
草
が
生
え
て
い
た

事
か
ら
、

「
ハ
ラ
ミ
山
」
と
称
し
た
と
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
草
を
総
称
し
て

「千
代
見
草
」
と
も
言
い
ま
す
が
、

狭
義
に
は
ハ
オ
菜
を
指
す
場
合
も
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
孝
霊

天
皇
の
時
代
か
ら
五
百
年
前
に
、
ハ
一マ
ミ
山
の
大
噴
火
で
、
千

代
見
草
が
焼
け
失
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
孝
霊
天
皇

は
望
み
を
託
し
て
、
ハ
ラ
ミ
山
に
行
幸
し
ま
す
。
不
老
不
死
の

薬
草
を
求
め
て
や
っ
て
来
た
徐
福
ら
に
刺
激
さ
れ
て
、
天
皇
も

千
代
見
草
の
存
在
を
見
届
け
た
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
ら
し
い
草
を
見
つ
け
る
の
で
す
が
、
結
局
は
確
認
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
時
に
こ
ん
な
歌
を
詠
み
ま
す
。

「
か
く
詠
み
て
　
　
山
の
新
名
と

思
す
と
き
　
　
　
田
児
の
浦
人

藤
の
花

字
み
得
て

ハ
ラ
ヽヽ
山ヽ

藤
蔓
の

捧
ぐ
る
ゆ
か
り

名
お
生
む
御
歌

ひ
と
ふ
る
さ
け
よ

名
お
も
ゆ
か
り
の

こ
の
山
よ
こ
れ

こ
れ
よ
り
ぞ
　
　
名
も
藤
の
山
　
　
」

最
早
ハ
〕マ
主
二
草
の
生
え
な
い
ハ
ラ
ミ
山
で
は
面
映
い
と
思
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
、
た
ま
た
ま
田
子
の
浦
の
人
が
藤
の
花
を
捧

げ
て
く
れ
た
の
で
、
そ
れ
を
縁
に
藤
の
山
に
改
称
し
た
と
い
う

の
で
す
。
フ
ジ
の
当
て
字
と
し
て
、
古
来
様
々
な
漢
字
が
用
い

ら
れ
て
来
ま
し
た
。
不
二
も
そ
う
で
す
が
、
万
葉
集
で
は
不
尽
、

不
自
、
布
時
、
布
士
な
ど
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

「
富
士
山
」

は

『
義
楚
六
帖
』
に
も
あ
る
よ
う
に
、
外
来
語
と
言
え
ま
す
。

同
様
に
、
舎
マ
ミ
山
の
ハ
ラ
の
当
て
字
と
し
て
、

「蓬
菜
」
の

文
字
が
使
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

「
蓬
」
も

「
菜
」
も

草
冠
で
、
植
物
を
表
し
て
お
り
、

「蓬
」
は
ヨ
モ
ギ
、

「
莱
」

は
ア
カ
ザ
の
類
を
指
し
て
い
ま
す
。

『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』
の
江

戸
時
代
の
研
究
者
は
、
ミ
草
を
人
参

（
い
わ
ゆ
る
高
麗
人
参
）

と
と
ら
え
、

「蓬
莱
参
」
と
書
い
て
、
ハ
】マ
ミ
と
読
ま
せ
て
い

ま
す
。
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「秀
真
伝
」

さ
て
、
ご
覧
に
な
る
と
分
か
る
よ
う
に

『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』

の
文
章
は
す
べ
て
五
七
調
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。
又
こ
こ
で
は
、

漢
字
と
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
翻

訳
者
の
訳
字
で
す
。
原
本
は
ホ
ツ
マ
文
字
と
呼
ば
れ
る
古
代
文

字
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
五
七
の
十
二
文
字
を

一
行
に
し
て
、

一
万
行
か
ら
な
る

一
大
叙
事
詩
で
す
。

日
本
の
旧
約
聖
書
と
目
す
人
も
お
り
ま
す
。

こ
れ
が

「
ホ
ツ
マ
文
字
」
で
す
。

一
番
上
段
に
あ
る
記
号
は
、
右
か
ら
空
、
風
、
火
、
水
、
埴
、

つ
ま
り
空
風
火
水
地
を
表
し
て
い
ま
す
。
五
輪
の
塔
も
こ
の
五

元
素
を
象
っ
た
も
の
で
す
。
空
に
点
な
ら
ば
ア
、
縦

一
本
線
な

口 秘 △ ∩ O

表 2

ら
ば
力
、
二
本
線
な
ら
ば
ハ
と
い
う
具
合
で
す
。
こ
の
文
字
は
、

平
田
篤
胤
も
そ
の
存
在
を
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
と
う
と
う
そ

の
著
書
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
四
十
八
の
音
声
そ
の
も
の
が
各
々
神
様
で
あ
り
、
こ
れ

を
日
ず
さ
む
と
、
言
霊
が
全
身
を
巡
っ
て
長
生
き
を
す
る
と
、

『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』
で
は
説
い
て
い
ま
す
。

癬
尊

ラ

神

諾

Ａ〔
大

装

ンヽ

受

伊

ア

豊

尊
　
　
　
　
一　
く
　
一

足
　
　
　
　
Ｏ
　
　
Ｏ

面
　
　
　
　
一　
　
　
一

弟一利　ｒＯ．。‐コ‐中

キ　　　　　　抑

や　　　　　　抑

皇萩
　
　
　
合

申　　　釘

△
０
　
　
　
　
大

不
　
　
　
　
↓

車
　
　
　
　
¨

草
　
　
　
　
一

車
　
　
　
　
一

籍
　
　
　
　
一

賄
　
　
・活武　
　
　
玉台．】

・・能途
暉
均
・梅愛

”　
　
　
々

ク
　
　
〈印

”　

　

欠

ツ
　
　
葉

一
＞
一彦
】

爺

確
勅
植
末
　
幹

い

一-10-一

表 3



『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』
に
よ
る
神
々
の
系
図
は
、
古
事
記
、
日

本
書
紀
よ
り
も
詳
細
で
デ
リ
ケ
ー
ト
で
あ
り
、
神
々
の
関
係
が

よ
く
分
か
り
ま
す
。
こ
の
表
は
神
武
天
皇
ま
で
の
系
図
を
簡
略

化
し
た
も
の
で
す
。

日
本
が
国
家
と
し
て
ほ
ぼ
統

一
さ
れ
た
の
は
、
欧
能
ゴ
尊
が

時
代
で
、
こ
の
時
の
都
は
ヒ
タ
カ
ミ
即
ち
東
北
地
方
の
多
賀
城

周
辺
で
し
た
。

都
は
そ
の
後

ハ
ラ
ミ
即
ち

ハ
ラ
ミ
山
の
麓
に
遷
さ
れ
、
こ
こ

で
皇
位
継
承
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
面
足
尊
の
世
継
ぎ
が
い
な
く

な

っ
た
た
め
に
、
ヒ
タ
カ
ミ
系
統
の
伊
突
諾
尊
に
皇
位
が
譲
ら

れ
ま
す
。

そ
し
て
豊
受
神
の
娘
の
伊
突
島
尊
と
結
婚
し
、
天
照
神
や
素

実
鳴
尊
が
誕
生
す
る
の
で
す
。

（
『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』
で
は
天

照
大
神
の
事
を
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
と
表
現
し
て
い
ま
す
。
）

豊
受
神
は
、
伊
勢
神
宮
の
外
官
に
祭
ら
れ
て
い
る
神
様
で
す

が
、
古
事
記
や
日
本
書
紀
で
は
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、

『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』
で
は
、
天
照
神
の
母
方
の
お
祖

父
さ
ん
に
当
た
る
方
で
、
若
き
日
の
天
照
神
を
ヒ
タ
カ
ミ
で
教

育
し
た
偉
大
な
神
様
で
し
た
。

し
か
も
天
照
神
は
十
二
人
の
妃
を
持

つ
男
神
で
す
。

『
ホ
ツ

マ
ツ
タ
ヱ
』
で
は
、
皇
位
は
総
て
男
性
が
継
承
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

萩
生
但
傑
も
男
神
説
を
と
る

一
人
で
す
。
江
戸
時
代
の
遊
行

僧
円
空
は
、
男
神
像
と
し
て
の
天
照
大
神
を
何
体
も
彫

っ
て
い

ま
す
。
又
、
同
時
代
、
伊
勢
外
宮
の
神
官
だ

っ
た
度
会
延
経
は
、

『
内
宮
男
体
考
証
』

『
国
学
弁
疑
』
を
書
き
、
平
安
時
代
、
大

江
匡
房
の
著
し
た

『
江
家
次
第
』
に
注
目
し
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
匡
房
の
仕
え
た
堀
河
天
皇
の
蔵
人
が
、
伊
勢
神
宮
に

奉
納
し
た
天
照
大
神
の
御
装
束
が
男
帝
用
の
も
の
だ

っ
た
の
で

す
。『

日
本
書
紀
』
で
は
、
天
照
大
神
の
幼
名
を

「
大
日
癖弊
貴
」

（
写
本
に
よ

っ
て
は

「
大
日
霊
貴
」
と
あ
る
）
と
記
載
し
、

「
ヲ
ホ
ヒ
ル
メ
ノ
ム
チ
」
と
読
ま
せ
て
い
ま
す
。　
一
方

『
ホ
ツ

マ
ツ
タ
ヱ
』
で
は
、

「
ウ
ヒ
ル
ギ
」
と
称
し
、
そ
の
謂
れ
を
次

の
よ
う
に
説
い
て
い
る
の
で
す
。

「
幼
名
の

と
は
日
の
輪

ギ
は
杵
ぞ

尊
な
り

男
の
君
ぞ

即
ち
、
本
来

「大
日
霊
貴
」
で
あ
る
べ
き
も
の
が
、

「
大
日

雲
貴
」
に
取
っ
て
代
わ
る
の
で
す
。

『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』
の
研
究
者
は
、
推
古
朝
、
前
代
未
聞
の

女
帝
即
位
を
正
当
化
す
る
た
め
、
聖
徳
太
子
や
蘇
我
馬
子
ら
が
、

天
照
大
神
を
女
神
に
捏
造
し
た
の
だ
と
、
類
推
し
て
い
ま
す
。

さ
て
天
照
神
か
ら
わ
ず
か
五
代
あ
と
の
皇
位
継
承
者
が
神
武

ウ
は
大
ひ
な
り

ル
は
日
の
内
憂

故
ウ
ヒ
ル
ギ
の

杵
は
女
男
の
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天
皇
で
す
。
こ
の
間
、
何
度
か
都
が
遷
さ
れ
て
お
り
、
各
地
に

残
る
伝
承
を
裏
付
け
て
い
ま
す
。

一
方
、
素
嚢
鳴
尊
の
系
統
で
す
が
、
大
己
貴
命
は
事
情
が
あ
っ

て
、
東
北
の
ツ
ガ
ル
に
左
遷
さ
れ
ま
す
。
大
己
貴
命
と
は
、
大

き
な
袋
を
か

つ
い
だ
い
わ
ゆ
る
大
国
主
命
の
こ
と
で
す
。

少
彦
名
命
と
共
に
日
本
の
医
薬
の
祖
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』
で
は
、
こ
の
袋
の
中
身
は
、
民
衆
に
供
給

す
る
た
め
の
作
物
の
種
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

つ
い
最
近
、
青
森
県
で
三
千
年
前
の
米
粒
が
見
つ
か
り
ま
し

た
が
、

『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』
で
は
時
代
的
に
矛
盾
し
ま
せ
ん
。

大
己
貴
命
ら
が
、
稲
作
を
奨
励
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
四
代
後
の
櫛
甕
玉
命
が
、
神
武
天
皇
の
勅
命
で

『
ホ
ツ
マ

ツ
タ
ヱ
』
の
前
半
を
書
き
著
し
ま
し
た
。

こ
の
時
、
暦
が
変
わ
っ
た
こ
と
も
書
き
残
し
て
い
ま
す
。
更

に
そ
の
七
代
後
の
大
直
根
子
命
が
、

『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』
の
後

半
即
ち
神
武
天
皇
か
ら
景
行
天
皇
ま
で
の
歴
史
を
綴
っ
た
の
で

す
。

扶
桑
の
国

さ
て
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
本
論
に
入
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

こ
れ
は
天
照
神
の
食
養
生
を
説
い
た
箇
所
で
す
。

こ
れ
を
簡
単
に
意
訳
す
る
と
、

私
の
常
食
は
千
代
見
草
で
あ
り
、
大
変
苦
い
が
、
お
陰
で
長

生
き
し
、
民
の
幸
せ
を
祈
っ
て
国
を
治
め
て
い
る
。
今
年
二
十

四
万
歳
に
な
る
が
、
ま
だ
ま
だ
元
気
で
、
後
百
万
歳
も
生
き
ら

れ
そ
う
で
あ
る
。

と
言
う
の
で
す
。

い
さ
さ
か
オ
ー
バ
ー
な
様
で
す
が
、
先
程
申
し
ま
し
た
よ
う

に
、
神
武
天
皇
以
前
の
暦
で
計
っ
た
年
齢
で
あ
り
ま
す
。
即
ち

鈴
木
と
は
榊
の
こ
と
で
、
こ
の
枝
が
千
本
生
え
て
涸
れ
る
ま
で

の
期
間
を
六
万
年
と
規
定
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
四
回
植
え

替
え
た
の
で
、
二
十
四
万
歳
と
計
算
し
た
わ
け
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
天
照
神
は
、
ヤ
シ
ャ
ゴ
の
代
ま
で
生
き
て

い
た
の
で
す
か
ら
、
大
変
な
長
寿
と
言
え
ま
す
。

神
武
天
皇
以
降
の
天
皇
の
寿
命
は
、

『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』
で

千
代
見
草

百
苦
し

永ヽ
ら
え
て

国
治
む

千
枝
四
度

二
十
四
万
歳

燕
子
花

経
る
も
知
る

わ
れ
常
の
御
食

世
の
苦
菜
よ
り

苦
菜
の
御
食
に

民
豊
か
に
と

わ
れ
見
る
鈴
木

わ
が
身
も
今
年

い
ま
だ
盛
り
の

の
ち
百
万
お

- 1 2 -



も
、
古
事
記
、
日
本
書
紀
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

天
照
神
よ
り
更
に
前
の
神
様
は
、
桑
の
根
と
苺
を
食
べ
て
長

生
き
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

は
王
様
の
宮
殿
が
あ
り
、
そ
こ
で
は

「東
王
父
」
と
い
う
方
が

国
を
治
め
て
い
る
。
こ
の
地
は
木
々
が
多
く
、
木
の
葉
は
桑
の

様
で
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
で
ま
た
出
て
来
ま
す
の

で
、
国
王
で
あ
る

「東
王
父
」
と
い
う
名
を
記
憶
に
止
め
て
お

い
て
下
さ
い
。

又
、

『
玄
中
記
』
と
い
う
書
物
に
は
、
蓬
莱
の
東
の
岱
輿
の

山
の
頂
に
、
扶
桑
の
樹
が
生
え
て
お
り
、
樹
の
高
さ
は
万
丈
も

あ
り
、
そ
の
て
っ
ぺ
ん
に
は
天
鶏
が
居
座
っ
て
い
る
と
あ
り
ま

す
。更

に

『南
史
』
と
い
う
書
物
で
は
、
扶
桑
の
国
は
中
国
の
東

に
あ
り
、
扶
桑
の
樹
が
多
い
た
め
、
そ
の
名
が
つ
け
ら
れ
て
い

る
。
扶
桑
の
葉
は
桐
に
似
て
、
生
え
始
め
は
筍
に
似
て
い
る
。

こ
の
国
の
人
達
は
こ
れ
を
常
食
と
し
て
い
る
と
語
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
桑
の
効
用
を
漢
方
的
に
と
ら
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

先
程
の
桑
の
根
は
、
生
薬
名
で
は
桑
白
皮
と
言
い
ま
す
。
桑

白
皮
は
、
体
を
冷
ま
し
な
が
ら
む
く
み
を
取
る
働
き
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
桑
の
葉
の
苦
み
も
、
熱
を
追
い
払
い
、
け
だ
る
さ

を
解
消
す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
く
わ
の
実
の
甘
酸
っ

ぱ
さ
は
、
体
を
潤
し
、
元
気
を
つ
け
る
効
能
が
あ
り
ま
す
。

体
は
暑
さ
で
蒸
さ
れ
る
と
、
体
内
は
脱
水
に
陥
り
な
が
ら
、

体
の
表
面
に
は
む
く
み
が
来
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
二
日
酔
い

の
と
き
、
体
が
火
照
っ
て
日
は
渇
き
な
が
ら
、
む
く
む
こ
と
が

あ
る
の
と
同
様
で
す
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
サ
ラ
ン
ラ
ッ
プ
で

包
ん
だ
鳥
の
腿
肉
を
、
電
子
レ
ン
ジ
に
か
け
た
状
態
を
想
像
し

「
桑
の
根
も

星
に
相
い

十
二
穂
末

根
お
食
み
て

冷
め
全
く

潤
え
ば

楽
し
み
て

と
あ
り
ま
す
。

苺
は
今
の
苺
で
は
無
く
、
い
わ
ゆ
る
ド
ド
メ
と
呼
ば
れ
る
桑

の
実
で
あ

っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
今
で
も
桑
の
実
の
事
を
、

ク
ワ
イ
チ
ゴ
と
か
単
に
イ
チ
ゴ
と
称
し
て
い
る
地
方
も
あ
る
よ

う
で
す
。

『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』
で
は
、
桑
の
根
は
体
を
冷
ま
し
、
苺
は

体
を
潤
す
も
の
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

古
来
、

「扶
桑
の
国
」
と
言
え
ば
、
日
本
の
美
称
と
し
て
用

い
ら
れ
て
来
ま
し
た
。
中
国
で
は
扶
桑
と
は
、
日
出
づ
る
国
の

巨
大
な
桑
の
御
神
木
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
海
内
十
州
記
』
と
い
う
書
物
に
は
、
扶
桑
の
国
は
碧
海
の

中
に
あ
り
、
そ
の
面
積
は

一
万
里
四
方
あ
る
。

一
番
高
い
所
に

月
は
十
一

な
る
十
一

昔
天
神

身

の
肉
巡
り

苺
お
食
み
て

永ヽ
ら
ひ
世
々
に
」

戸言度3
は
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十

て
戴
け
れ
ば
よ
ろ
し
い
と
思
い
ま
す
。
サ
ラ
ン
ラ
ッ
プ
は
膨
ら

ん
で
汗
が
付
き
ま
す
。
こ
の
状
態
が
む
く
み
で
す
。
し
か
し
、

鳥
肉
は
パ
サ
パ
サ
に
な
り
ま
す
。

漢
方
薬
の
中
に
は
、
熱
を
冷
ま
し
な
が
ら
、
肌
表
に
偏
在
し

た
水
を
元
の
組
織
に
戻
す
作
用
の
あ
る
処
方
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
桑
の
全
体
食
も
、
蒸
し
暑
さ
に
伴
う
脱
水
と
む
く
み
と

け
だ
る
さ
を
同
時
に
解
消
す
る
働
き
が
あ
り
そ
う
で
す
。
日
本

の
蒸
し
暑
い
風
土
に
正
に
適
応
し
て
い
た
の
で
す
。
秩
父
地
方

は
桑
の
産
地
で
あ
り
、
こ
の
三
つ
の
生
薬
を
組
み
合
わ
せ
た
処

方
を
扶
桑
湯
と
名
付
け
、
今
密
か
に
、
特
許
を
申
請
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
所
で
す
。

冗
談
は
さ
て
お
き
、
先
程
の
千
代
見
草
の
苦
み
も
、
苦
味
健

胃
剤
と
言
わ
れ
る
よ
ヶ
に
、
胃
腸
の
働
き
を
整
え
る
と
同
時
に
、

漢
方
的
に
は
、
体
を
冷
ま
す
働
き
が
あ
り
ま
す
。
後
で
も
述
べ

る
よ
う
に
、
体
が
火
照
っ
て
乾
く
こ
と
が
、
短
命
に
つ
な
が
る

と
古
代
人
は
考
え
て
い
た
よ
う
で
す
。
古
代
人
は
、
汚
ら
わ
し

い
こ
と
に
触
れ
た
り
、
困
難
に
ぶ
つ
か
る
と
、
先
ず
潔
を
し
ま

し
た
。
楔
も
体
を
冷
ま
し
ま
す
。

『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』
で
は

「心
を
清
ら
か
に
す
る
の
は
歌
の
道
で
あ
り
、
身
を
清
ら
か
に

す
る
の
は
、
楔
の
道
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、

体
力
の
な
い
者
は
潔
を
し
な
い
ほ
う
が
よ
い
と
、
適
不
適
に
も

言
及
し
て
い
ま
す
。

西
工
母
と
天
照
大
神

千
代
見
草
を
求
め
て
支
那
か
ら
日
本
に
や
っ
て
来
た
の
は
、

先
程
の
徐
福
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
天
照
神
の
時
代
に
も
西
王
母
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
西

王
母
は
、
支
那
の
見
器
山
の
お
妃
で
、
中
国
の
文
献
で
は
、
仙

女
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』
で
は
、
彼
女
は

ウ
ケ
ス
テ
女
と
言
わ
れ
て
い
た
若
い
こ
ろ
、
先
程
出
て
来
た
天

照
神
の
祖
父
で
あ
る
豊
受
神
に
教
え
を
受
け
て
、
感
激
し
て
支

那
に
帰
り
ま
し
た
。
そ
の
後
天
照
神
の
代
に
な
っ
て
か
ら
も
、

何
度
か
日
本
を
訪
れ
、
あ
る
時
は
支
那
の
人
々
の
食
生
活
の
誤

り
を
嘆
き
、
天
照
神
に
教
え
を
請
う
場
面
も
あ
り
ま
す
。

西
王
母

昆
器
山
本
は

肉
味
暗
み

も

も

ふ

も

も

ま
た
来
り

愚
か
に
て

は
や
か

早
枯
れ
し
　
　
百
歳
や
二
百
歳
ぞ

玉
響
に
　
　
　
千
万
歳
あ
れ
ど
も

日
々
の
肉
　
　
支
那
君
出
て

千
代
見
草
　
　
尋
ぬ
と
嘆
く
　
　
」

昆
器
山
の
人
々
は
、
愚
か
に
も
肉
食
が
過
ぎ
る
た
め
、
短
命

で
あ
る
。
た
ま
に
は
千
万
歳
の
人
も
い
る
が
、
殆
ど
が
百
歳
二
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百
歳
。
支
那
の
皇
帝
が
、
千
代
見
草
の
事
を
知
り
た
が
っ
て
い

る
と
言
う
の
で
す
。
勿
論
、
長
寿
の
国
日
本
の
養
生
法
だ
け
で

な
く
、
尊
い
道
の
奥
義
も
聞
き
出
し
た
か
っ
た
の
で
す
。

肉
食
と
聞
い
た
天
照
神
は
、
耳
が
汚
れ
た
と
言
っ
て
、
楔
を

し
、
お
も
む
ろ
に
道
を
伝
授
し
ま
す
。

西
王
母
が
天
照
神
を
訪
ね
た
と
い
う
史
実
は
、
も
ち
ろ
ん
こ

れ
ま
で
の
日
本
の
文
献
で
は
見
出
し
得
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
は
中

国
の
文
献
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

『
山
海
経
』
と
い
う
中
国
最
古
の
地
理
書
に
拠
れ
ば
、
見
器

の
丘
に
住
む
西
王
母
は
、
虎
の
歯
と
豹
の
尻
尾
を
持
ち
、
洞
窟

に
住
ん
で
い
た
と
あ
り
ま
す
。

又
、

『新
書
』
や

『尚
書
大
伝
』
で
は
、
太
古
の
賢
帝
で
あ

る
尭
や
舜
に
見
え
て
い
ま
す
。
尭
舜
と
言
え
ば
、
孔
子
が
最
も

尊
敬
し
た
皇
帝
で
す
。
私
は
論
語
の

「道
行
わ
れ
ず
、
存
に
乗

り
て
海
に
浮
か
ば
ん
」
の
一
条
を
思
い
出
し
ま
す
。
孔
子
は
今

道
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
海
の
か
な
た
の
日
本
だ
け
で
は
な

い
か
と
考
え
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

更
に

『竹
書
紀
年
』
に
拠
れ
ば
、
西
王
母
は
紀
一墓
削
十
世
紀

の
周
の
穆
王
と
も
接
見
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、

紀
元
前

一
世
紀
の
漢
の
武
帝
と
も
会
っ
て
い
る
の
で
す
。
と
て

つ
も
な
い
長
寿
を
誇
っ
て
い
た
訳
で
す
。
勿
論
伝
説
化
さ
れ
て

い
る
た
め
、
誇
張
さ
れ
て
い
る
部
分
は
あ
り
ま
す
が
、
仙
女
で

あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
無
さ
そ
う
で
す
。

『博
物
誌
』
や

『
漢

武
帝
内
伝
』
に
は
、
西
王
母
と
武
帝
と
の
会
見
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
西
王
母
が
天
上
か
ら
持
ち
帰
っ
た
七
個
の

桃
を
、
武
帝
と
共
に
食
べ
た
と
あ
り
ま
す
。
武
帝
が
、
そ
の
甘

美
な
桃
の
種
を
植
え
た
い
と
願
う
と
、
西
王
母
は
笑

っ
て
、
こ

の
桃
は
三
千
年
に
一
度
し
か
実
が
な
ら
な
い
と
答
え
ま
す
。
更

に
武
帝
が
額
づ
い
て
、
長
寿
の
秘
訣
を
請
う
と
、
西
王
母
は
、

元
始
天
王
か
ら
授
け
ら
れ
た
要
諦
を
説
く
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
桃
の
事
が

『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』
に
は
明
記

さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

そ
の
一
段
は
、天
照
神
が
既
に
皇
位
を
退
き
、孫
の
填
々
杵
尊

が
治
め
て
い
た
時
代
に
、
西
王
母
が
又
々
日
本
に
や
っ
て
来
た

時
の
話
で
す
。

填
々
杵
尊
が
越
前
を
行
幸
す
る
と
き
、
険
し
い
山
に
登
っ
て

も
斜
め
に
な
ら
な
い
乗
り
物
に
感
心
し
、
誰
が
作
っ
た
も
の
か

と
尋
ね
ま
し
た
。
す
る
と
白
山
に
住
ん
で
い
た
天
照
神
の
伯
母

に
当
た
る
菊
桐
姫
が
、
道
の
妹
で
あ
る
ウ
ケ
ス
テ
女
、
即
ち
西

工
母
か
ら
戴
い
た
も
の
で
あ
る
と
答
え
ま
す
。

填
々
杵
尊
は
感
心
し
、
そ
の
お
返
し
に
三
千
年
に

一
度
、
花

と
実
が
同
時
に
成
る
桃
を
、
西
王
母
に
お
生
産
と
し
て
持
た
せ

ま
し
た
。

「
真
子
が
な
す
　
妹
ウ
ケ
ス
テ
女

赤
県
に
　
　
　
玄
圃
積
と

生
む
御
子
お
　
見
喬
国
の
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す

君
と
な
す

君
の
母

越
す
と
き
に

子
お
育

つ

真
見
ゑ
な
す

国
は
越

そ
の
返
に

賜
れ
ば

ま
れ
な
り
と

玄
圃
生
め
る

険
し
き
峰
の

峰
輿
作
り

今
こ
こ
に
来
て

御
孫
喜
び

山
は
峰
輿

三
千
実
の
桃
お

花
実
の
桃
は

国
芭
に
な
す
　
」

中
国
の
故
事
に
見
ら
れ
る
西
王
母
の
桃
、
し
か
も
天
上
か
ら

授
か
っ
た
桃
と
は
、
正
に
日
本
か
ら
の
生
産
物
だ
っ
た
の
で
す
。

又
、
こ
こ
で
一言
つ
赤
県
と
は
、
漢
上
の
異
称
で
あ
り
、
『
史

記
』
に
は
、
赤
県
神
州
な
る
語
が
見
ら
れ
ま
す
。

『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』
で
は
、
国
常
立
尊
の
八
人
の
お
子
が
、

「
卜
」

「
ホ
」

「
力
」

「
ミ
」

「
工
」

「
ヒ
」

「
夕
」

「
メ
」

の
各
国
を
治
め
て
お
り
、

「
力
」
の
国
が
、
後
の
赤
県
で
あ
る

と
し
て
い
ま
す
。
国
常
立
尊
は
、
大
陸
と
日
本
列
島
が
陸
続
き

の
頃
の
大
王
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

「
ト
ホ
カ
ミ
エ
ミ
タ

メ
」
は
、
現
在
で
も
古
神
道
の
祝
詞
と
し
て
唱
え
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
意
味
は
理
解
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
恐
ら
く
世
界
を

意
味
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
想
い
は
地
球
規
模
に
ま

で
広
が
り
ま
す
。

又
こ
こ
で
は

「越
の
国
」
の
地
名
の
由
来
が
理
解
で
き
ま
す
。

さ
て
、
西
王
母
は
途
中
か
ら
道
教
の
思
想
に
組
み
入
れ
ら
れ

て
行
き
ま
す
。
道
教
関
係
の
書
物
の
中
で
、

『備
城
集
仙
録
』

に
は
、

「東
華
至
真
の
気
、
化
し
て
木
公
を
生
む
。
木
公
碧
海

の
上
、
蒼
霊
の
墟
に
生
ま
れ
る
。
以
て
陽
和
の
気
を
主
り
、
東

方
を
理
む
。
亦
工
公
と
号
す
。
」
と
あ
り
ま
す
。

一
方
、
西
王
母
は
、
先
程
の
赤
県
神
州
の
伊
川
に
生
ま
れ
、

生
ま
れ
な
が
ら
に
空
を
飛
び
、
西
の
地
方
を
治
め
た
と
あ
り
ま

す
。
伊
川
は
日
本
の
伊
勢
と
も
関
連
し
て
い
る
よ
う
で
、
興
味

を
覚
え
ま
す
。

又
、

『仙
伝
拾
遺
』
と
い
う
書
物
に
は
、
木
公
は
東
王
父
と

も
、
東
工
公
と
も
い
う
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
程
碧
海
の

中
に
あ
る
扶
桑
の
国
の
事
を
説
明
し
ま
し
た
が
、
そ
の
国
を
治

め
て
い
た
東
王
父
と
東
王
公
、
本
公
は
同

一
人
物
だ
っ
た
の
で

す
。
そ
し
て
年
に
二
回
、
西
王
母
は
東
王
公
の
も
と
に
参
上
し

た
と
あ
り
ま
す
。

『東
方
朔
神
異
経
』
や

『
別
国
洞
冥
記
』
に

も
同
様
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。

東
工
公
と
は
日
本
の
国
工
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
最
早
疑
い
の

無
い
史
実
で
あ
り
、
そ
の
人
物
を
特
定
す
る
な
ら
ば
、
西
王
母

と
同
様
に
長
寿
を
保
っ
た
天
照
神
以
外
に
考
え
ら
れ
な
い
の
で

あ
り
ま
す
。

さ
て
中
国
の
遺
跡
や
遺
物
の
中
に
も
西
王
母
は
登
場
し
ま
す

が
、
そ
の
多
く
は
、
東
工
公
と
対
に
な
っ
て
い
ま
す
。
小
南

一

郎
著

「西
工
母
と
七
夕
伝
承
」
に
は
、
沢
山
の
資
料
が
載

っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
幾
つ
か
を
拝
借
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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「

―

１

４

二1中山と西工り 水 二会 (派間田1'石)

こ
の
図
で
は
東
王
公
に
は
髭
が
あ
り
ま
す
の
で
、
明
ら
か
に

男
性
で
す
。

こ
こ
で
は
、
東
王
公
の
上
に
、
天
皇
大
帝
と
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
既
に
天
皇
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
東

王
公
が
天
照
神
で
あ
る
な
ら
、
天
皇
大
帝
は
、
豊
受
神
を
指
し

て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
漆
絵
で
す
が
、
こ
こ
で
は
東
王
公
で
は
無
く
、
東
王

父
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
又
、
西
王
母
と
の
間
に
、
天
の
川

が
流
れ
て
い
ま
す
。
織
り
姫
と
彦
星
の
伝
説
は
、
も
っ
と
古
い

も
の
で
す
が
、
い
つ
し
か
日
本
と
中
国
を
挟
む
二
人
の
仙
人
仙

女
の
伝
説
と
重
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
日
本
海
が
天

の
川
に
例
え
ら
れ
た
の
で
す
。
あ
た
か
も
陸
続
き
で
あ
っ
た
大

図 1

西工母 (イ|)と菜王公 (■た その出!を減れる天の河
(bltttlhtthlもⅢⅢⅢl)

図 3

図 2
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陸
と
日
本
列
島
が
切
り
離
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
嘆
い
て
い

る
伝
説
の
よ
う
に
も
思
え
て
来
ま
す
。

食
養
生

大
分
寄
り
道
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

天
照
神
は
、
富
士
山
の
麓
で
政
を
行
っ
て
い
た
頃
は
、
苦
い

千
代
見
草
を
常
食
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
引
退
し
て
伊
勢
の
南

の
伊
雑
に
移
り
住
ん
で
か
ら
は
、
生
菜
食
を
し
て
い
た
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
肉
食
な
ど
到
底
考
え
ら
れ
な

い
事
で
し
た
。

時
代
は
ず
っ
と
下
が
っ
て
景
行
天
皇
の
時
代
で
さ
え
、
エ
ミ

シ
即
ち
蝦
夷
の
人
間
は
肉
を
食
っ
て
い
る
と
、
咎
め
立
て
を
し

て
い
る
場
面
が
あ
り
ま
す
。

肉
食
は
忌
み
嫌
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。

「　
　
　
　
　
　
毛
の
肉
食
め
ば

虻
鷹
ぁ
れ
　
　
四
つな
る
肉
は

な
火
過
ぎ
て
　
縮
み
抜
れ
て

身
も
枯
る
る
　
た
と
え
ば
濁
る

水
乾
く
　
　
　
肉
も
濁
れ
ば

乾
き
尽
く
　
　
清
菜
お
食
め
ば

血
も
清
く
　
　
潮
の
ご
と
し

世
々
保
つ
　
　
　
　
　
　
　
」

毛
の
生
え
た
動
物
の
肉
を
食
べ
る
と
、
血
液
が
汚
れ
る
。
肉

を
食
べ
れ
ば
、
火
が
勝
ち
す
ぎ
て
、
身
が
涸
れ
て
し
ま
う
。
反

対
に
、
生
菜
食
を
す
れ
ば
血
液
が
き
れ
い
に
な
り
長
生
き
す
る

と
あ
り
ま
す
。

清
ら
か
さ
、
清
々
し
さ
は
、
今
に
伝
わ
る
神
道
の
重
要
な
健

康
感
で
あ
り
、
美
意
識
で
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
大
己
貴
命
が

一
度
民
衆
に
肉
食
を
許
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
時
、
皆
肥
満
体
に
な
り
、
早
死
に
し
て
し
ま
っ

た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

ほ
か
の
食
べ
物
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

「諸
民
も
　
　
　
よ
く
聞
け
常
の

食
い
物
は
　
　
ゾ
ロ
は
幸
ひ

鱗
魚
　
　
　
　
次
な
り
鳥
は

火
が
勝
ち
て
　
ほ
と
ん
ど
罷
る

と
も
し
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

灯
の
　
　
　
　
掻
き
立
て
油

減
る
ご
と
く
　
火
勝
ち
命
の

油
減
る
　
　
　
誤
り
御
手
の

肉
食
め
ば
　
　
肉
回
り
縮
み

空
肥
え
て
　
　
身
の
油
減
り

毛
も
枯
れ
て
　
や
が
て
罷
る
ぞ
」

一
番
体
に
よ
い
食
べ
物
は
、
ゾ
ロ
即
ち
田
畑
の
作
物
で
あ
る
。
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次
に
良
い
の
が
、
鱗
の
つ
い
た
魚
で
あ
る
。
鳥
は
火
が
勝
ち
す

ぎ
て
、
命
の
油
が
減

っ
て
し
ま
う
。
誤

っ
て
手
の
あ
る
動
物
の

肉
を
食
べ
れ
ば
、
筋
肉
は
堅
く
な
り
、
ブ
ヨ
ブ

ヨ
太
り
、
や
が

て
死
ん
で
し
ま
う
と
あ
り
ま
す
。
た
だ
や
む
を
得
ず
肉
を
食
べ

た
場
合
、
ス
ズ
ナ
と
か
ス
ズ
シ
ロ
を
長
い
間
食
べ
続
け
れ
ば
解

消
す
る
。
と
も
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
食
べ
物
の
適
不
適
は
、
実
は
、

『
ホ
ツ
マ
ツ

タ
ヱ
』
の
自
然
観
が
根
拠
に
な

っ
て
い
ま
す
。

虫

魚

貝

鳥素一死四

『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』
で
は
、
自
然
界
に
存
在
す
る
も
の
を
、

ウ
ツ
ホ
、
カ
ゼ
、
ホ
、
ミ
ズ
、
ハ
ニ
の
五
元
素
の
組
み
合
わ
せ

で
分
類
し
て
い
ま
す
。

鉱
物
は
二
元
素
で
成
り
立
ち
、
植
物
、
昆
虫
、
魚
介
類
は
三

元
素
、
鳥
や
獣
は
四
元
素
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

三
元
素
の
物
は
食
に
適
し
て
お
り
、
二
元
素
と
四
元
素
は
食
べ

て
は
い
け
な
い
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
食
事
の
回
数
に
関
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

◎五元素と自然界

二元素 ;地  (埴  水 )

(埴 空 )

荒金 (火 水 )

三元素 :草  (空  水  埴 )

(空 風  埴 )

(空 火  水 )

(埴 火  水 )

(空 風 火 水)

(埴 風 火 水)

「三つは食う。二、四は食わぬぞ」

表 4

「
御
食
は
こ
れ

月
二
食
の

月
六
食
の

今
の
世
は

生
き
慣
る
る

齢
な
し

月
二

二
食

南
向
き

長
生
き
の

昔
は
年

一
回
の
食
事
が
常
識
だ
っ
た
。
時
代
が
経
つ
に
つ
れ

て
年
二
食
と
な
り
、
更
に
月
に
三
食
と
な
る
に
及
ん
で
、
人
の

寿
命
は
百
万
歳
に
減
り
、
月
に
六
食
に
な
っ
て
二
十
万
歳
、
今

の
世
の
中
は
た
だ
の
二
万
歳
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
食
事
が
増

え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
寿
命
は
短
く
な
る
も
の
だ
。
天
照
神
は
月

に
三
食
、
苦
い
青
菜
を
食
べ
て
い
る
と
あ
り
ま
す
。

先
程
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
暦
の
単
位
が
違
い
ま
す
の
で
、

現
代
の
時
間
に
翻
訳
す
る
と
、
ど
う
な
り
ま
し
ょ
う
か
、
い
ず

ゑ
日

一
度
の

降
る
歳
二
食
よ
り

人
は
百
万
歳
に

人
は
二
十
万
歳

た
だ
二
万
歳

御
食
重
な
れ
ば

ゆ
え
に
大
御
神

苦
き
あ
ほ
菜
や

朝
気
お
受
け
て

」
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れ
に
し
ろ
、
か
な
り
少
食
で
あ

っ
た
こ
と
は
想
像
で
き
ま
す
。

「席
食
しを
鑓
ひ
　
水
を
飲
む
」

「
一
戦
の
食し
、

読
地
の
飲
」

と
は
孔
子
の
言
で
す
が
、
当
時
の
中
国
で
も
、
肉
食
、
美
食
、

飽
食
が
流
行
っ
て
い
た
証
拠
で
す
。
孔
子
は
食
生
活
で
も
、
太

古
の
聖
人
を
見
習
お
う
と
し
て
い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
尭

舜
も
雑
穀
を
食
べ
、
野
菜
の
汁
を
す
す
っ
て
い
ま
し
た
。
か
つ

て
、
釈
尊
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
プ
ラ
ト
ン
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
、
カ
ン

ト
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
ル
ソ
ー
、
バ
イ
ロ
ン
、
ゲ
ー
テ
、
エ
ジ
ソ

ン
な
ど
の
聖
人
、
哲
学
者
、
文
学
者
、
詩
人
、
科
学
者
、
発
明

家
が
、
少
食
な
い
し
は
粗
食
に
甘
ん
じ
て
い
ま
す
。
勿
論
、
長

寿
の
た
め
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
代
で
も
、
栄
養
学
で
は

と
て
も
理
解
で
き
な
い
よ
う
な
少
食
で
、
難
病
を
克
服
し
た
人

達
を
、
私
は
何
人
も
知
っ
て
い
ま
す
。

我
々
凡
人
は
、
臼
歯
、
切
歯
、
犬
歯
の
数
の
割
合
に
応
じ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
穀
類
、
野
菜
、
肉
を
食
べ
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
。

個
人
差
や
年
齢
差
或
い
は
状
況
の
変
化
も
あ
り
ま
す
の
で
、
本

当
は
各
自
の
体
の
欲
す
る
も
の
を
、
む
さ
ぼ
ら
ず
に
食
べ
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
そ
の
原
始
感
覚
を
現
代
人
は
見
失
っ
て
い
る

の
で
す
／。

や
わ
ら
ぎ

食
養
生
に
関
す
る

『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』
の
論
説
は
、
こ
の
一

大
叙
事
詩
の
中
の
ご
く

一
部
で
す
。

皇
位
継
承
や
、
神
々
の
係
わ
り
あ
い
、
都
の
移
り
変
わ
り
な

ど
は
、
古
事
記
や
日
本
書
紀
の
不
備
を
補
っ
て
余
り
あ
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
又
、
日
本
全
国
の
各
地
に
伝
わ
る
伝
承
や
、
神

社
に
残
さ
れ
て
い
る
社
伝
を
裏
付
け
る
資
料
が
、
，こ
ヤし
に
は
多
々

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
更
に
、
今
で
も
行
わ
れ
て
い
る
年
中
行
事

の
出
来
や
、
言
葉
や
地
名
の
語
源
に
関
し
て
も
、
合
点
の
行
く

も
の
が
あ
り
ま
す
。
又
、
国
の
形
、
教
育
、
夫
婦
の
在
り
方
、

女
の
一
途
さ
と
妬
み
、
妊
娠
の
養
生
法
、
乗
馬
法
、
船
の
発
達

な
ど
、
日
を
見
張
る
教
え
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
私
が
興
味
を
引
い
た
の
は
、
次
の
文
章
で
す
。

こ
れ
は
、
よ
こ
し
ま
な
心
を
も
つ
た
軍
団
が
、
天
照
神
の
都

に
攻
め
入
ろ
う
と
し
て
い
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
そ
の
軍
団
を

ハ
タ
レ
と
言
い
ま
す
。

古
代
日
本
に
限
ら
ず
、
世
界
で
も
こ
れ
ま
で
、
各
民
族
の
王

統
を
根
絶
や
し
に
す
る
隠
れ
た
知
的
勢
力
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

勿
論
自
ら
が
、
世
界
の
統
率
者
と
し
て
君
臨
す
る
た
め
で
す
。

ハ
タ
ン
と
は
、

「権
力
を
嫌
う
権
力
意
思
」
に
外
な
り
ま
せ
ん
。

Ａ
”
、
世
界
の
中
で
有
史
以
来
の
皇
統
が
残
っ
て
い
る
の
は
日
本

だ
け
な
の
で
す
。
幸
運
な
国
と
言
わ
ぎ
る
を
得
ま
せ
ん
。

ハ
タ
レ
の
多
勢
に
、
無
勢
に
等
し
か
っ
た
天
照
神
の
神
軍
は
、

ど
う
対
処
し
た
で
し
ょ
う
か
？

天
照
神
の
大
将
軍
で
あ
っ
た
金
析
命
が
、
戦
い
に
当
た
っ
て

の
心
構
え
を
次
の
よ
う
に
指
示
す
る
の
で
す
。
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「
わ
れ
も
無
し

神
形
神
力
神
通
り

奇
し
日
霊
ぞ

手
段
な
り

私
心
を
無
く
し
て
、
敵
に
対
し
て
も
慈
し
み
の
心
を
も

っ
て

対
処
す
れ
ば
、
神
の
形
が
現
れ
る
。
心
素
直
に
な
れ
ば
、
神
の

力
が
得
ら
れ
る
。
物
事
の
道
理
を
良
く
知

っ
て
い
れ
ば
、
神
の

思
い
の
ま
ま
事
無
き
を
得
て
、
霊
験
あ
ら
た
か
と
な
る
。
た
だ

心
身
を
和
ら
げ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
い
う
の
で
す
。

戦
時
中
の

一
部
の
頭
の
国
い
軍
人
の
よ
う
に
、
一肩
肘
を
張

っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

最
近
私
は
体
を
和
ら
げ
る
事
の
意
味
が
少
し
ず

つ
分
か
っ
て

来
ま
し
た
。
ハ
タ
レ
に
対
処
す
る
よ
う
に
、
現
代
人
が
様
々
な

ス
ト
レ
ス
に
対
処
す
る
に
は
、
一屑
や
全
身
の
力
を
抜
い
て
、
和

ら
げ
る
事
が
大
切
で
す
。
病
は
気
や
血
の
滞
り
か
ら
生
じ
ま
す
。

和
ら
げ
れ
ば
滞
り
が
な
く
な
り
ま
す
。

い
つ
か
テ
レ
ビ
で
、
ム
ツ
ゴ

ロ
ウ
王
国
の
畑
正
憲
さ
ん
が
、

森
林
狼
の
群
れ
に

一
人
で
入

っ
て
行
く
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。

襲
わ
れ
る
可
能
性
は
十
分
あ
る
の
で
す
が
、
畑
さ
ん
は
愛
情
に

満
ち
た
眼
差
し
で
、
平
気
で
ひ
ょ
こ
ひ
ょ
こ
入

っ
て
行
き
ま
す
。

そ
の
時
、

「体
の
力
を
抜
け
ば
い
い
ん
で
す
よ
。
」
と
語

っ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
正
に

『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』
で
い
う

「
や

わ
ら
ぎ
」
の
極
意
で
す
。

武
道
で
も
ス
ポ
ー
ツ
で
も
、
良
く
力
を
抜
く
も
の
が
、
本
当

の
力
を
発
揮
し
ま
す
。
落
語
家
で
も
芸
人
で
も
職
人
で
も
、
力

み
の
な
い
人
が
、
名
人
た
り
得
る
の
で
す
。
又
、
気
功
師
や
呼

吸
法
の
指
導
者
も
、
体
を
緩
め
る
こ
と
を
専
ら
勧
め
ま
す
。

「
や
わ
ら
ぎ
」
は
、
体
や
心
の
調
和
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、

人
と
人
と
の
和
を
築
き
ま
す
。

古
の
大
き
く
、
優
し
く
、
力
強
い
教
え
が
、
今
で
も
こ
の
日

本
に
生
き
続
け
て
い
る
の
で
す
。
有
り
難
い
こ
と
で
す
。

先
日
、
私
の
尊
敬
す
る
仙
台
の
橋
本
敬
三

（
お
ん
こ
ろ
や
）

先
生
か
ら
、
九
十
七
歳
の
天
寿
を
全
う
し
た
挨
拶
状
が
届
き
ま

し
た
。
死
因
は
老
衰
と
の
こ
と
で
す
。
先
生
は
、
気
持
ち
よ
く

心
身
の
調
和
を
図
る

「操
体
法
」
を
提
唱
し
た
医
師
で
す
。
愛

煙
家
で
、
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
が
お
好
き
な
方
で
し
た
。

自
筆
で
書
か
れ
た
挨
拶
状
の
、
日
付
の
部
分
は
勿
論
遺
族
が

書
き
足
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
挨
拶
状
を
最
後
に
紹
介
し
、
私

の
論
稿
を
締
め
く
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

「御
無
沙
汰
致
し
て
を
り
ま
し
た
が
御
機
嫌
如
何
お
暮
ら
し

で
す
か
。
永
い
事
温
か
い
御
友
情
を
も

っ
て
お

つ
き
合
い
下
さ

い
ま
し
た
事
は
ん
と
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
事
去
る

一

月
二
二
日
命
数
を
終
わ
り
ま
し
て

一
足
お
先
に
失
礼
し
て
　
祖

神
の
里
に
還
り
ま
し
た
。

…
…
中
略
…
…

慈
し
お
以
て

中
心
素
直
に

良
く
物
知
る
は

事
無
ふ
保

つ

た
だ
柔
ら
ぎ
お
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生
ま
れ
育
て
ら
れ
　
く
ら
し
て
来
た
日
本
の
国
は
楽
し
い
有

難
い
と
こ
ろ
で
し
た
。

ど
う
ぞ
貴
方
様
も
お
幸
せ
に
。
左
様
な
ら

平
成
五
年

一
月
二
二
日お
ん
こ
ろ
や
」

あ
と
が
き

『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』
を
戦
後
発
掘
し
た
の
は
、
松
本
善
之
助

氏
で
あ
り
、
そ
の
い
き
さ
つ
は
、
氏
の
著
書

『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヘ
』

（毎
日
新
聞
社
　
一
九
八
〇
年
）
に
感
動
的
に
書
か
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
同
好
の
市
井
の
仲
間
に
よ
っ
て
、
地
道
に
研
究

が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
鳥
居
礼
著

『完
訳
秀
真
伝
』

（八

幡
書
店
　
昭
和
六
十
二
年
）
の
出
版
に
よ
っ
て
、

『
ホ
ツ
マ
ツ

タ
ヱ
』
の
全
容
を
、
よ
り
詳
細
に
知
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

大
変
な
作
業
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
の
こ
の
小
論
文
は
、

言
わ
ば
鳥
居
氏
の
研
究
の
受
け
売
り
で
あ
り
、
養
生
の
部
分
に

色
を
添
え
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

又
、
西
王
母
や
道
教
関
係
の
資
料
は
、
殆
ど
小
南

一
郎
著

『西
王
母
と
七
夕
伝
承
』

（平
凡
社
　
一
九
九

一
年
）
に
拠
っ

て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
小
冊
子
な
が
ら
力
作
で
す
。

こ
れ
ら
の
書
物
を
通
し
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
、
懐

か
し
い
父
祖
の
古
里
を
偲
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
、
自
分

の
不
養
生
を
顧
み
ず
、
筆
を
取
り
ま
し
た
。
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